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節する 3 つの時期に対応して、 1945 年から 1960 年代前半(第 1 部)、 1960 年代後半から




























加していく傾向が続くことを指摘する(第 1 部第 2 章)。その後、戦後改革の流れに反す
るいわゆる逆コースの時代と 1955 年体制が、ケース・スタディを伴いつつ分析されると
ともに、とりわけ機関委任事務の増加を介して、行政的集権と制度的分権といった二重の
性格の存在が指摘される(第 l 部第 3 章)。
「戦後政治システムにおける都道府県知事」と題された第 2 部は、 1960 年代後半から
1990 年代初頭を対象として、党派制のピークを特徴とする戦後モデルの発展の姿を描き出
すものである。









リーダーシップを有していることという 3 つの要素を導出した(第 2 部第 5 章)。








































有効に活用されている。本論文は、戦後改革および 1990 年代改革という 2 つの根本的な
変化のみならず、その奥で長期にわたりサイクル的に生じている小さな諸変化をも巧みに
つ
臼
に
.
υ
掴みだしている。加えて、氏が、豊かな知見に基づいて法制度的な検討をも行っているこ
とは、口述試験において十分に示された。
もっとも、本論文にも問題点がないわけで、ない。
まず、 3 つの時期に応じた区分の仕方は、既にほぼ共通認識となっており、ややオリ
ジナリティに欠けている。ただし、本論文は、 3 つの時期に関して、戦前の動きをも視
野に入れつつ、相互の継続性を正当に指摘しているのに加え、まさにアクチュアルな大
小さまざまの変化についても、表面的なトレンドに囚われることなく、歴史の的確な理
解と豊かな構想力のもとに、体系化の努力を決して怠ってはいなし、。
また、本論文が国政と地方政治との関係性に何よりも着目することのいわば裏返しとし
て、個々の地方政治の構造は、各県の知事が選挙ごとに変えうるのではないかという疑問
が残る。この疑問は、歴史とケース・スタディをつなぐ理論の適用の局面が欠けているこ
とに由来している。ただし、氏は、地域特性ないし地域格差についても十分に認識しつつ、
問題の所在を自覚している。この点は、方法論をも含む理論面での今後の研究の進展に期
待することがむしろ妥当であろう。
以上により、本論文を、博士(法学)の学位を授与するに値するものと認める。
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